
第８回日本小児がん看護学会のプログラム速報      

 12 月 18 日（土） 

（午前の企画プログラム） 

 9：00~10：30 ワークショップ  第 5 会場・12F 

「すすめよう きょうだい支援」 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：小川 純子 氏（淑徳大学看護学部） 

清川加奈子 氏（京都大学大学院人間健康学科） 

         話題提供者：新家一輝 氏（名古屋大学）：きょうだい研究の立場から 

安道涼菜 氏（看大２年生）：当事者の立場から 

清田悠代 氏（しぶたね）：きょうだいへのボランティアの立場から 

関富晶子 氏（聖路加国際病院）：看護師の立場から 

10：15~11：30 教育講演  第 4 会場・12F 

「思春期のがんの子どもの心を育むケア－臨床心理からのアプローチ」 

演者：吉津紀久子 氏 （大阪大学医学部附属病院保健医療福祉ネットワーク部・臨床心理士） 

座長：丸光恵 氏（東京医科歯科大学大学院国際看護開発学分野） 

 

（午前の演題発表） 

 9：00～10：00 一般口演「復学支援」 第 4会場・12F 

  化学療法をうけた子どもの通う院内学級と原籍校を TV会議システムでつないだ経験 

   小児がん患児の復学支援 ―感染症に対する看護師からの情報提供― 

     がん治療を受ける児の復学に伴う学校側の受け入れ状況の調査 ～学童期に視点を当て～ 

     脳腫瘍をもつ子どもと家族の復学の現状～学童期に復学を体験した子どもと家族のインタビューを通して～ 

     長期療養により、高校での進級が難しい患者への支援 

     化学療法後の患者の高校への復学支援 第２報 

10：30～11：30 一般口演「プレパレーション・きょうだい支援」 第 5 会場・12F 

陽子線治療を受ける小児患者に対するプリパレーションの効果－ツールとしての絵本作成について－ 

    陽子線治療を受ける小児患者に対するプリパレーションの効果－絵本を用いた関わりを通して－ 

    退院後の再出発、お母さんの「紙芝居プレパレーション」 

    小児がん患児のきょうだいへの病気の説明に関する現状 

    小児がん患者のドナーであったきょうだいへの看護支援事例の検討 

    兄弟姉妹への死別時サポート －Bereavement support for siblings－ 

（午後の企画プログラム） 

 13：30~15：00 ワークショップ  第 4 会場・12F 

「小児がん看護におけるコミュニケーション－治療効果が望めないとき」 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：小倉美知子 氏（神戸大学医学部附属病院） 

           濱田 米紀 氏（兵庫県立大学大学院博士後期課程） 



話題提供者：小野里見  氏（加古川医療センター：緩和ケア病棟看護師） 

尾形明子  氏（宮崎大学：臨床心理士） 

三輪富士代 氏（福岡市立子ども病院：小児看護専門看護師） 

 

15：30~17：00 医師と看護師の共同企画  第 4 会場・12F 

「子どもの苦痛を和らげるケア－口腔から栄養まで－」 

座長：太田秀明 氏（大阪大学医学部附属病院小児科） 

小原美江 氏（千葉県こども病院） 

シンポジスト 八若保孝 氏（北海道大学・小児歯科教授）：がんの子どもの口腔ケア 

       和佐勝史 氏（大阪大学・教授）：がんの子どもの栄養管理 

       前田邦枝 氏（聖路加国際病院・がん化学療法認定看護師） 

：病棟での口腔ケアの実際     

              

（午後の演題発表） 

 13：00～14：00 一般口演「思春期関連」 第 3会場・10F 

   学童期の骨肉腫患者のリハビリへの関わり―恐怖心が強くリハビリに苦渋した一事例を通してー 

   小児がんに罹患した思春期の子どもの闘病生活における心理的プロセス 

   白血病に罹患した思春期の子どもをもつ両親の告知への思い 

   乳幼児期に治療をした小児がん経験者の母親が晩期合併症症状の出現と向き合うプロセス 

   思春期患児とのグリーフ・ワーク ～仲間の死を伝え、思いを共有した事例を振り返る 

   長期フォローアップへの移行期にある血液・腫瘍疾患をもつ 子どもの認識・思いと影響要因 

  14：40～15：30 一般口演「緩和ケア・移植」 第 4会場・12F 

   小児がん患児の疼痛緩和に関する医師・看護師の認識―幼児期と思春期のペーパーペイシェントを用いて― 

   子供の痛み緩和ケアの質向上に向けた当院の取り組み第一報-麻薬製剤取扱いの医師から看護師への移行を通して 

   造血幹細胞移植を受ける患児の付添者の心の健康状態について   ～移植前から現在を振り返って～ 

   臍帯血移植を受けた幼児の無菌室での付き添いの母親への援助 

   小児医療センターで移植を行う 2病棟のパンフレット統一を試みて 

 13：00～13：50 一般口演「家族支援１」 第 5会場・12F 

   小児がん発症における家族支援の検討－入院初期の親の心情に焦点を当てて 

   白血病治療導入における患児・家族との信頼関係の確立～白血病患児への初めての関わりを通して～ 

   QOL重視の治療を長期間経験した母親の心理変化と看護介入 

   網膜芽細胞腫の乳幼児をもつ母親の心理的危機とその要因 

   小児がんの子どもへの病名・病状説明に対して親が抱く不確かさと対処 

 14：00～14：50 一般口演「家族支援 2」 第 5会場・12F 

   小児病棟の入院生活に対する悪性腫瘍児および家族の意識調査 －付き添い家族の生活について考える－ 

   A病院における、化学療法をうける患児に付き添う親の思い ～家族会を通してわかったこと～ 

   網膜芽細胞腫の乳幼児をもつ母親の育児ストレス 

   幼児期の小児がん患児に付き添う母親が父親に抱く思いについて 



   小児がん患児の父親が「力になれた」と感じる要因について 

 15：00～16：00 一般口演「看護師支援」 第 5会場・12F 

  小児病棟における CV事故抜去の要因分析 ―病棟看護師へのフォーカスグループインタビューより― 

  小児慢性期病棟における情緒的ミーティングの開催～開かれたコミュニケーションをめざして～ 

  医療的ケアを受ける小児の思いと看護師の対応のズレ －看護学生の参加観察による－ 

  小児がん看護に携わる看護師の家族への関わりと支援の現状  ―家族支援教育プログラムの検討に向けて（１） 

  小児がん看護に携わる看護師の家族支援の困難と学習ニーズ   ―家族支援教育プログラムの検討に向けて（２） 

  小児がんの子どもと家族を中心とした多職種協働チームの看護師支援プログラムの開発：病気・病状の説明時の援助 

 16：10～17：10 一般口演「エンドオブライフケア」 第 5会場・12F 

  ターミナルにある患児への病気に関する説明の研究動向とその課題 

  小児がん患者の家族からみた終末期在宅ケアの実際と支援への要望（３）－終末期における在宅ケアの位置づけ－ 

  小児がん患者の家族からみた終末期在宅ケアの実際と支援への要望（４）－支援者への評価－ 

  在宅小児がん患児の End-of-Life ケアにおける保育士の関わり 

  小児がんで子どもを亡くした母親との面談から求められるターミナルケアとグリーフケアについての検討 

  小児逝去後の親の思い 第２報 －子どもの逝去後に行った母親との面接を通して－ 

17：30～18：00ポスター「食事・口腔ケア」 第 2 ポスター会場・10F 

   小児がん化学療法中の口内炎予防～ＧＦＯ（医療用食品）服用を導入した２事例の検討～ 

  易感染性にある小児がん患児の食支援モバイル型携帯サイトツールの有効性の検討 

  「化学療法中の白血球減尐時の補食に関するガイドライン作成に向けて」 

化学療法を受ける子どもの食事摂取に対する工夫 

化学療法中の小児がんの幼児に対する病院食の献立工夫による食事摂取量の視覚的評価 

小児病棟での生活に対する悪性腫瘍患者および家族の意識調査ー食事の持ち込みについて考えるー 

 

12 月 19 日（日） 

（午前の企画プログラム） 

9：30~11：30 三学会とがんの子供を守る会との合同シンポジウム 第 4会場・12F（サテライト有） 

「子どものワクワクを作る療養環境」 

座長 河 敬世 氏（大阪府立母子保健総合医療センター顧問） 

  梶山祥子 氏 

（神奈川県立こども医療センター ボランティアコーディネーター 

日本小児がん看護学会理事長） 

 シンポジスト  山中 昇 氏（大阪市立医療センター）：栄養士の取り組み 

         二神恭子 氏（大阪府立母子保健総合医療センター）：保育士の取り組み 

山口悦子 氏（大阪市立大学医学部附属病院）：療養環境の改善 

         塚原成幸 氏（日本クリニクラウン協会）：クリニクラウンの役割 

小橋千晶 氏（スマイルパンプキン）：ボランティアの活動 

樋口明子 氏（がんの子どもを守る会）守る会の活動 



13：00~14：30 特別講演 「聴くことの意味」   第 4 会場・12F（サテライト有） 

演者：鷲田清一 氏 大阪大学総長（臨床哲学） 

            座長 藤原千惠子 氏（第 8 回日本小児がん看護学会 会長・大阪大学） 

 

 （午後の演題発表） 

14：40～15：30 一般口演「生活支援」 第 5会場・12F 

  悪性リンパ腫治療中の患児に対する保育士の役割～医療者拒否を強く表出した 4歳男児との関わりを分析する～ 

  化学療法を受ける学童期のセルフケアを考える－血液腫瘍科に勤務する看護師の排泄に対する意識調査から－ 

  学童期患児の生活リズムに関する看護～アンケート調査より得られた看護の現状と課題～ 

  小児病棟での生活に対する悪性腫瘍患児およびに家族の意識調査：携帯電話・ポータブルゲームを考える 

  学童病棟におけるプレイルーム改修後の子どもの変化 

 

15：30～16：00 ポスター「化学療法他」 第 1 ポスター会場・10F 

  臨地実習の実態からみた小児がん看護の教育に関する一考察 

  看護師の認識調査からみる「こどもホスピス」 

  看護学分野における小児がん経験者の「がん体験」に関する文献検討 

  初めて化学療法を受ける患児・家族に対するオリエンテーション 

  MTX 投与時におけるクライオセラピーの有効性  

  チオテパ大量療法における児の安全安楽に配慮した皮膚ケアの検討と実践 

 

   


